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意

ヨ主
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車
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関
ヘ
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(
要
旨
掲
載
)

甲府市議会だより

市
民
活
動
促
進
支
据

(
N
P
O
)
法
の

制
定
に
聞
す
z
w
意
見
書

国
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
政

や
社
会
の
中
に
定
着
さ
れ
て
い
く
た
め

に
、
殴
米
先
進
国
の
よ
う
な
税
財
政
上

の
特
別
措
置
や
そ
の
社
会
的
地
位
を
高

め
る
た
め
の
措
置
の
整
備
が
急
務
と
な

っ
て
い
る
。

現
在
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
そ
の

た
め
の
市
民
活
動
促
進
支
援

(
N
P
O
)

法
案
の
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

法
律
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
自
主
性
や
主
体
性
を
阻

害
し
な
い
よ
う
配
慮
し
、
そ
の
活
動
が

社
会
に
役
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
く
仕

組
み
が
必
要
で
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
活
動
の
認
証

に
当
た
っ
て
は
、
行
政
の
規
制
や
管
理

を
可
能
な
限
り
弱
め
る
と
と
も
に
、
国

民
に
対
す
る
情
報
公
開
が
適
切
に
な
さ

れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
か
か
る
観
点
に
立

っ
た
法

整
備
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

平成 9年5月1日

国
有
林
再
生
を
求
め
る
意
見
書

国
有
林
は
、
わ
が
国
の
森
林
の
三
割
、

国
土
の
二
割
を
占
め
、
木
材
の
生
産
と

と
も
に
、
水
資
源
の
か
ん
養
、

国
土

・

自
然
環
境
の
保
全
な
ど
重
要
な
機
能
を

果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
有
林
の
荒
廃
は

進
み
、
慢
性
的
な
赤
字
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
国
有
林
野
事
業
の
累
積
債
務
は
三

兆
三
千
億
円
を
超
え
、
元
利
の
支
払
の

た
め
に
借
り
入
れ
る
と
い
う
危
機
的
な

状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
た
最
大

の
原
因
は
、
国
有
林
の
半
分
以
上
が
保

安
林
と
い
う
こ
と
な
ど
を
考
慮
せ
ず
、

特
別
会
計
に
よ
る
独
立
採
算
制
が
課
せ

ら
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
有
林
野
事
業
の
独
立
採

算
制
を
改
め
、

一
般
会
計
か
ら
の
補
填

を
行
う
と
と
も
に
、
公
益
的
機
能
に
十

分
配
慮
し
た
、
国
の
責
任
に
よ
る
国
有

林
の
再
生
が
果
た
せ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

社
会
保
険
行
政
と
職
員
の
地
方
移
管
に

関
す
る
意
見
書

社
会
保
険
行
政
に
関
す
る
事
務
は
、

国
の
機
関
委
任
事
務
と
し
て
執
行
さ

れ
、
こ
れ
に
携
わ
る
職
員
は
、
五
十
年

も
の
長
期
に
わ
た
っ
て
地
方
事
務
官
と

い
う
身
分
に
置
か
れ
て
き
た
。

し
か
も
、

地
方
事
務
官
の
人
事
権
と

予
算
執
行
権
は
固
に
属
す
る
と
い
う
変

則
的
な
形
態
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
に

密
着
し
た
、
き
め
こ
ま
や
か
な
行
政
を

進
め
る
う
え
で
大
き
な
障
害
と
な

っ
て

い
る
。
社
会
保
険
行
政
は
、
福
祉
、
保
健
衛

生、

地
域
医
療
等
の
都
道
府
県、

市
町

村
と
の
関
連
が
密
接
な
行
政
分
野
で
あ
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V
採
択
さ
れ
た
も
の

〔総
務
委
員
会
〕

O
市
民
活
動
促
進

(
N
P
O
)
法
制
定

の
た
め
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

(宍
戸
良

ニ

O
社
会
保
険
関
係
の
行
政
と
身
分
を
地

方
自
治
体
に
移
管
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
願

(
自
治
労
山
梨
県
本
部
中
央
執
行

委
員
長

・
立
川
善
之
助
ほ
か
二
団
体
)

V
継
続
審
査
す
る
も
の

〔
総
務
委
員
会
〕

O
情
報
公
開
法
の
早
期
制
定
の
た
め
の

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
(
坂
本
一

国
力

)
O
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法

り
、
総
合
的
な
社
会
保
障
を
確
立
す
る

た
め
、
ま
た
、
行
政
効
率
を
高
め
る
う

え
で
も
地
方
へ
移
管
し
、
地
方
公
共
団

体
の
自
治
事
務
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

て
い
る
。

よ
っ
て、

社
会
保
険
行
政
と
そ
の
職

員
の
身
分
を
地
方
に
移
管
す
る
と
と
も

に、

地
方
分
権
を
促
進
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

(
仮
称
)
の
制
定
を
支
持
し
、
政
府
に

対
し
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
(治

安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟

山
梨
県
本
部
長

・
松
原
重
利
)

〔
民
生
文
教
委
員
会
〕

O
中
学
校
完
全
給
食
を
求
め
る
請
願

(甲
府
市
の
中
学
校
給
食
を
実
現
す
る

連
絡
会
会
長

・
小
林
豊
子
)

O
羽
黒
・
石
田
両
国
全
保
護
者
に
よ
る

甲
府
市
立
幼
稚
園
存
続
の
請
願

(甲
府

市
立
幼
稚
園
を
守
る
会
羽
黒
地
区
代

表

・
近
藤
千
恵
子
ほ
か
)

O
国
民
本
意
の
公
的
介
護
保
障
制
度
の

早
期
確
立
に
つ
い
て
の
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願

(山
梨
高
齢
者
運
動
連

絡
会
会
長

・
小
林
正
巳
)

O
今
後
採
択
さ
れ
る
中
学
校
歴
史
教
科

書
か
ら
「
従
軍
慰
安
婦
」
の
記
述
の
削

除
を
要
求
す
る
た
め
の
請
願

(山
梨
県

教
科
書
を
考
え
る
会
代
表
・

早
川
方
明

ほ
か
)

O
児
童
福
祉
法

「改
正
」
に
あ
た
っ
て

国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
緊
急
請

収
入
役
に
寺
田
氏

監
査
委
員
に
河
西
氏
を
同
意

本
定
例
会
に、

三
月
三
十

一
日

を
も

っ
て
退
職
す
る
石
原
康
武
収

入
役
の
後
任
と
し
て
寺
田
正
寛
氏

を、

同
じ
く
岸
本
力
監
査
委
員
の

後
任
と
し
て
河
西
益
人
氏
を
選
任

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員
異

議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

願
(
山
梨
保
育
運
動
連
絡
会
代
表

・
三

浦
達
朗
)

O
患
者
負
担
の
増
大
を
招
く
医
療
保
険

制
度
の

「改
革
」
の
中
止
を
求
め
る
請

願

(山
梨
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
会

長
・
武
藤
幸
雄
)

V
不
採
択
に
な
っ
た
も
の

〔総
務
委
員
会
〕

O
消
費
税
の
五
%
へ
の
増
税
中
止
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
要
請
す
る
請
願

(消
費
税
廃
止
山
梨
県
各
界
連
絡
会
代

表

・
星
合
弘
三
郎
)

川
川
川
陳
川
情
川
川
川

V
継
続
審
査
す
る
も
の

〔総
務
委
員
会
〕

O
鉄
道
共
済
年
金
是
正
に
関
す
る
陳
情

(
国
鉄
退
職
者
組
合
甲
府
支
部
議
長

・

小
林
匡
)

O
国
鉄

「
分
割
・
民
営
化
」
に
関
す
る

陳

情

(
全
労
連
国
鉄
闘
争
勝
利
首
都
圏

共
闘
会
議
議
長
・
石
川
武
男
)

編

集

l
後

三
一月
定
例
会
の
議
会
だ
よ
り
を
お
届

け
し
ま
す
。
市
長
の
所
信
表
明
を
受
け
、

多
く
の
議
員
が
、
合
併
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

一
部
を
掲
載
し

ま
し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

巻
頭
の
写
真
は
、

オ
イ
カ
ワ
で
す
。

編
集
委
員
会
事
務
局三
五
|
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